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西村証券 企業調査情報                2025/12/24 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

エスユーエス（コード 6554） 
◆通期業績推移(連結) （26.9予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

15.9 4,500  111  0.0 0.0 98 ▲78 ▲27 578 

16.9 5,498  356  1.4 0.0 412 ▲82 11 919 

17.9 6,014  411  37.8 0.0 304 ▲617 696 1,303 

18.9 7,106  551  41.0 0.0 422 592 ▲139 2,179 

19.9 8,117  494  38.6 7.0 100 ▲87 ▲158 2,033 

20.9 8,967  208  30.8 7.0 327 ▲301 ▲265 1,794 

21.9 9,419  195  50.9 7.0 473 69 ▲61 2,275 

22.9 10,465  731  35.8 15.0 635 ▲100 ▲78 2,731 

23.9 11,501  608  51.8 25.0 445 ▲347 ▲213 2,615 

24.9 13,219  829  67.6 30.0 745 ▲224 ▲323 2,812 

25.9 15,015  1,212  103.3 45.0 1,062 ▲293 ▲173 3,407 

26.9予 16,902  1,365  111.2 50.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

営業利益が 25/9期に初の 10億円超え。26/9期も増収増益目指す 

25 年 9 月期は、売上高が前年比 14％増、営

業利益が 46％増となり、営業利益が初の 10 億

円超えとなるなど過去最高業績を更新。売上高

営業利益率も 8.1％（前年 6.3％）に向上した。 

事業別では、売上及び利益の約 9 割を占める

ソリューションが 17％増収、55％増益と好調

に推移。同事業売上のうち、派遣が 16％増、請

負等も 26％増となった。コンサルティング事業

は IT 分野の案件の戦略的選択から 15％減収と

なったが、利益率改善で 17％増益となった。 

当期のキャッシュ・フロー（CF）において、

現金及び現金同等物の期末残高は 34 億円（前

年度末比 21％増）となり、10 年前の約 6 倍に

拡大した。営業活動 CF は、税金等調整前当期

純利益 13 億円（前年比 57％増）などによって

11 億円の収入（43％増）となった。投資活動 CF

は、有形固定資産の取得による支出 1 億円

（364％増）、保険積立金の積立による支出 1 億

円（前年無し）などによって 3 億円の支出（31％

増）に。財務活動 CF は、配当金の支払額 3 億

円（19％増）、非支配株主からの払込みによる収

入 1 億円（前年無し）などによって 2 億円の支

出（46％減）となった。 

25年 9月期は過去最高の業績に 

 

キャッシュ・フローで現金・現金同等物残高が拡大 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

事業別では、主力のソリューションが売上高

137 億円（前年比 17％増）、営業利益 11 億円

（55％増）と、全体の業績拡大に大きく寄与。売

上高営業利益率もこの 10 年間で最高水準の

7.8％（前年は 5.9％）に上昇した。 

中でも、同事業の売上全体の約 9 割を占める

派遣が 121 億円（16％増）に伸びたことが大き

く貢献している。エンジニアの市場価値を高め

る最先端の教育研修や、派遣エンジニアのより

厳密な配置の見極めなどが奏功し、1 時間当たり

の派遣単価は 3,809 円（前年は 3,669 円）に上

昇。期末の在籍エンジニア数は 2,155 名（前年度

末比 188 名増）に拡大し、稼働率も 94.2％（前

年は 93.3％）に向上した。 

また、同事業では請負等（製造請負、IT 請負）

の売上高も 16 億円（26％増）に伸び、このうち

IT 請負が 10 億円（32％増）に拡大している。 

26 年 9 月期は、売上高 169 億円（前期比 13％

増）、営業利益 14 億円（13％増）の見通しで、

前年に引き続き過去最高業績を更新しそう。採

用強化や生成 AI、福岡での新拠点開設など投資

増により、売上高営業利益率は前期並み（8.1％）

にとどまりそうだが高水準を維持する見込み。 

事業別の売上高見通しでは、コンサルティン

グが一部事業の譲渡で 2％減となる一方、ソリ

ューションが IT 請負拡大、チーム化促進での収

益力向上、福岡新拠点の開設による営業エリア

拡大などによって 13％増と引き続き全体をけ

ん引。前期に 6％減となった AR／VR について

は AI 関連受注のさらなる拡大によって 32％増

の見通し。なお、その他事業では子会社にて細

胞培養加工受託事業を開始する。 

ソリューション事業が売上高、営業利益とも伸長 

26年 9月期も過去最高業績を更新する見通し 
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